
TX04　名簿を見比べるのをやめる
XLOOKUP　困ったときカード

二つの一覧で同じ人を表すコードはどれですか。名簿から何を表示しますか？

共通演習の式と手順
=XLOOKUP(B2,対象者名簿!$A$2:$A$21,対象者名簿!$B$2:$B$21,"未登録")

1　申込側のコードを検索値にする
2　名簿側のコード列を検索範囲、氏名列を戻り配列にする
3　二つの範囲の行をそろえて固定し、見つからない場合に『未登録』を指定する
4　下へコピーして、検索値は動き、名簿の範囲は動かないことを確かめる
5　未登録だけに絞り、申込者氏名と人数を確認する
6　コード、名簿の版と最終行を確かめ、照合結果をどう扱うか判断する

「未登録」だけを見る
D1の▼を開き、「すべて選択」のチェックを外す。

一覧を下へスクロールし、最後の「未登録」にチェックしてOK。

氏名はC列「申込者氏名」で読む。回答後は同じ▼からフィルターをクリア。

完成したら確かめる
共通：氏名15人＋未登録3人＝18人　自力：職員名9人＋未登録3人＝12人

先頭・途中・最終は、名簿の同じコードの氏名と照合し、コピー後の式を見る。黄色はコピーでも広がるため、結果は氏名と「未登録
」で確かめる。

式が入らない・結果がおかしいとき：確認場所と戻し方
#NAME? Excel 2021以降か、関数名の綴りかを見る。対応版でXLOOKUPを入力する。

式が入らない 等号・カンマ・括弧・半角の引用符を確認する。

#N/A 4番目の引数に"未登録"を指定する。

コピー後だけ未登録 名簿の2範囲の$と最終行を確認。先頭式を直し、結果を確かめてコピーし直す。

#VALUE! コード列と氏名列の開始行・終了行をそろえる。

違う氏名・0が出る 返す列・行の対応・氏名の空欄・コードの重複を見て、元の名簿を確認する。

登録済みのはず コードの文字列／数値・空白と名簿の版・最終行を照合。原記録を確かめて直す。

自分の担当台帳で、明日試すこと
申込側の一覧（結果を出す一覧） 参照する名簿と版

共通のコード 表示したい列

未登録なら確かめること 明日試すこと

未登録は指定範囲にコードが見つからない目印。参加不可と即断せず、原記録を確認する。

小技：$は直接入力でよい。　Microsoft Excel 2021以降／架空データ
materials-v2　2026-10-06　カード・完成見本は47分の答え合わせから配布


